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オープンソースの可能性 

～オープンソースの成り立ちとその発展を考える～ 
高橋大輔 

 

 
はじめに 
 “オープンソース”この言葉が登場したのは、つい数年前の１９９８年のことである。 

 無料で手に入れることが出来て、そのコピーを知り合いに配ることが許されていて、中

身を変えて自分専用を作ったり、一部分の機能を流用して新しい物を作ることが出来る。

そんなソフトウェアが、「オープンソース」と言う名前で、コンピュータ業界の脚光を浴び

ている。 

 

 ソフトを自由にコピーできて、改造や流用できることにどんな利点があるのだろうか？ 

 オープンソースとはいったいどういった物なのか？ 

 なぜコンピュータ業界で脚光を浴びているのだろうか？ 

 ソフトウェア以外にもオープンソースは有るのだろうか？ 

 

歴史から、その定義、開発手法、ビジネスとの関わりなどから、これらのことを調べ、オ

ープンソースとは何か、そして今後どういった方向へ進んでいくものなのかを考えていき

たいと思う。 
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第一章 オープンソースとは何なのか 

 
１，設計図が公開されているソフト 
オープンソースと言う言葉を初めて聞いた人でも、“ソースというものがオープンなんだ

な”ということは何となく想像が付くであろう。しかし、それが何を意味するのかまでは

分からないかもしれない。“オープン”ってことは開いていると言うことか？“ソース”と

はいったい何の事なのだろうか？まずはこの基本的な部分から見ていこう。 

 

ではソースというのは何なのか。秀和システム発行の「標準パソコン用語辞典」＊1 には

こう書いてある。 

“ソース＝ソースプログラム（source program） 

プログラミング言語で記述されたプログラム。ソース、ソースコード、原始プログラム

ともいう。ソースプログラムは、人間に理解しやすい高級プログラミング言語で記述さ

れたプログラムで、そのままではコンピューターで実行することはできない。ソースプ

ログラムをコンパイラで機械語に翻訳してオブジェクトプログラムにすることで、コン

ピューターで実行できるようになる。” 

要するに、ソースというのは実際に動かして使うことのできるソフトになる直前の設計

図、いわば「ソフトウェアの素」、料理で言えばレシピのような物の事なのである。 

これを実際に動くソフトの形式にするには、コンパイラというソフトにかけて、コンパ

イルという作業を行う。すると、「バイナリ形式」とか「実行形式」と呼ばれる、通常我々

が使うようなソフトウェアが完成するのである。 

 

現在、お店で売られているソフトウェアは、ほとんどが、コンパイルされた後のバイナ

リの状態で提供されており、通常コンパイルする前のソースは提供されていない。 

しかし、このソフトの設計図であるソースが広く公開され、誰でも入手することが出来、

それを自由に利用してよいというソフトウェアが存在する。それらのソフトのことをオー

プンソースソフトウェアというのだ。 

 そして、広くソースを公開し、有用な知識・技術を共有することによって、よりよいソ

フトウェアを生み出していこうという考え方そのものがオープンソースと呼ばれているの

である。 

 

 
２，なぜソースファイルを公開するのか？ 
ソースファイルを公開する理由を考える前に、まず“通常のソフトはなぜソースを公開し

ないのか？”と言うことを考えてみることにしよう。 
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ソースファイルは前の章で説明したとおり、ソフトの設計図である。通常の文章ファイル

と同じように、テキスト形式で書かれているので、プログラムの勉強をしたことがある人

ならば、誰でもその内容を理解することができる。ということは、ソースファイルさえ手

に入れば、そのソフトウェアがどのように作られているかが一目瞭然であり、プログラマ

ーが苦心して作ったソフトの特徴部分が、競合他社やライバルのプログラマーなどにバレ

てしまう。 

あるソフトに、今までにないような画期的な新機能を付けたとしても、その部分をそっく

り真似して、同じ機能を持ったソフトが開発されてしまったり、そのプログラムを参考に

して、開発期間と経費を削減して、低価格な同種のソフトを他社に作られてしまえば、元

のソフトを作った会社は、せっかく高い賃金を払ってプログラマーを雇い、膨大な経費と

時間をかけて開発した苦労が水の泡になってしまうし、画期的なアイデアを生み出した開

発者に対する名誉も目減りしてしまうのである。 

だから、多くの販売されているソフトウェアや、シェアウェア・フリーウェア＊2 はソー

スを公開しないのである。 

 

こうしてみると一見、ソースファイルを公開して良いことなどなさそうに見える。しかし、

確実にオープンソースは支持され始めている。なぜこのような、技術を簡単に真似されて

しまうような考え方が支持されるのだろうか？どこに、ソースを公開するメリットがある

のだろうか？ 

今回この文章を書くに当たって参考にした『オープンソースワールド』＊3 には、以下の

５つが、代表的なメリットとして挙げられている。 

 

● 信頼性の高いソフトを開発することができる 

● 開発速度が速い 

● 開発経費が少なくてすむ 

● オープンソースソフトを使った新しいビジネスが展開できる 

● ユーザーの利益が開発・販売会社の動向に左右されない 

（『オープンソースワールド』ｐ19 より） 

 

これらの利点はみな、オープンソースの象徴的な部分である。インターネットを介して

たくさんの人に自由に配布されるオープンソースソフトウェアは、たくさんのユーザーか

らバグ等の問題点が開発者側に素早くフィードバックされ、また開発者がその問題点の解

決方法を知らなかったとしても、その問題発見者の中の誰かや、ネット上必ずその解決方

法を知っている誰かが居る可能性が高いので、問題発見も問題解決もスピーディーにこな

せて、信頼性の高いソフトが、短期間に開発できる。そして、通常ソフトメーカーが開発
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費を投じて集める、テスターやプログラマーは全く必要ないのだから、経費はとても少な

くて済む。 

 

配布や制作、意見交換などにインターネットが必要不可欠なオープンソースソフトは、

ユーザーや開発者が一緒になって、コミュニティを形成することも多く、そういったコミ

ュニティは、企業のユーザーサポート・サービスよりも優れたユーザーサポートを提供し

てくれる場合も多い。 

また、ユーザーと開発者との距離が近いので、自分たちの要望がソフト作りに反映され

やすいし、開発者側にしてもユーザーの要望をすばやく的確につかみ、対応していくこと

ができる。これによって、バージョンアップによってユーザーが必要とする機能が消され

てしまったり、大幅に操作が使いにくくなると言った問題も起きにくくなるのである。 

ユーザーと開発者の分け隔てが無いので、ユーザーは優秀なテスターであり、コンサル

タントであり、サポート係でもあり、そして、プログラマーでもあるのだ。その気になれ

ばいつでもユーザーが開発者の側に加わることが可能である。 

 

最初の開発者が何らかの理由でもうサポートが出来なくなったら、途中でやる気のある

別の人間にバトンタッチすればよい。実際にこれは、オープンソースの世界では珍しいこ

とではない。ユーザーが新しいバージョンの開発に参加したり、メーリングリストなどで

その開発過程をチェックして、ソフトの仕様がおかしな方向へ行かないように意見を提出

する事も簡単なのだ。 

 

もちろん、ソフトをオープンソースにすれば必ずこうしたメリットが受けられるわけで

はないし、それなりのオープンソースソフトの公開・配布・問題解決の方法をとらないと

失敗に終わってしまうこともある。しかし、もし失敗してしまったとしても、通常のソフ

トウェアを作るのに比べれば、遙かに少ない損害で済むことは確かである。 

 

ソフトを利用するユーザーにとって見逃すことのできない大きなメリットも存在する。ズ

バリ言ってしまえば、それは無料で誰でも利用でき、自由にコピーして他の人に渡せると

言うことだろう。 

時には市販されているソフトウェアより多機能で、安定しているソフトが、タダで手には

いるのだから、これ以上のメリットはないかもしれない。また、コピーできるという点も、

いくらでもコピーが可能でネットで送信できるという、デジタルデータの大きな利点を生

かすことができる素晴らしいメリットだ。それに、著作権やライセンスのことを気にしな

くて良い。実は、この著作権の問題は、ユーザーだけでなく開発者にとってもメリットに

なる。違法コピーの追跡をしたり、違反者を告訴したりする時間と手間とコストの削減に

繋がるのだ。 
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オープンソースソフトを利用した、新たなビジネスの展開もすでに始まっている。

RedHat社のように、Linux と数種類のオープンソースソフトをパッケージ化して販売した

り、Web サーバのセットアップサービス等のオープンソースソフトを利用したコンサルテ

ィングサービスを行っている会社もある。 

 

このようにオープンソースソフトには、開発者にとっても、それを使うユーザーにとって

も、また、ソフトで商売をする人にとっても、それぞれにソース非公開のソフトには無い

メリットが存在するのである。 

 

 

 

 

【＊１】 赤堀侃司監修 『標準パソコン用語辞典』 秀和システム 1999 年 283 頁参

照 

【＊２】 いずれもソフトウェア配布形態の一つ。シェアウェアは、定められた期間中は

試用でき、その後も継続して利用する場合に代金を支払うシステム。フリーウ

ェアは、無料で配布されているものを指す。どちらもソースファイルは公開さ

れていない。 

【＊３】 川崎和哉編著 『オープンソースワールド』 翔泳社 1999 年 19 頁参照 
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第二章 オープンソースの仕組み 

 
1、ライセンスという仕組み 

 私たちが、日頃利用しているソフトウェアはライセンスという仕組みによって、開発者

側の権利を守っている。これは商用ソフトやオープンソースといったことは問わず、ほと

んどのソフトウェアこの仕組みを採用している。 

日本語では「ソフトウェア使用許諾契約」と言うことが多いが、パソコンを利用してい

る人なら必ず目にしたことがあるのではないだろうか。インストール時などに現れる同意

を求める、あの文章である。たいていの人は“Yes”をクリックして読み飛ばしてしまうと

思うが、あの文章こそがソフトウェアの権利を守り、商用ソフトの利益を上げるための要

になっているのである。 

 例えば、商用ソフトウェアを購入した場合、利用者は「ソフトウェア使用許諾契約」に

同意することによって、その契約内容に従ってソフトウェアを使用する権利を取得するこ

とになる。同意しなければ、契約不成立でソフトウェアを利用することは出来ないし、ま

た契約内容に違反すれば直ちにソフトウェアの利用権は無くなって、ソフトウェアを削除

しなければならないのである。 

以下は MicrosoftOffice2000の「ソフトウェア使用許諾契約書」＊1の一部である。 

 

「ソフトウェア製品ライセンス 

本ソフトウェア製品は、著作権法および著作権に関する条約をはじめ、その他の 

無体財産権に関する法律ならびに条約によって保護されています。本ソフトウェ 

ア製品は許諾されるもので、販売されるものではありません。」 

 

 ここで注目して欲しいのは、最後の一文である。「本ソフトウェア製品は許諾されるもの

で、販売されるものではありません」。私たちが日頃からソフトウェアを購入したと思って

いた行為は、実はソフトウェア会社との利用契約を交わすと言うことであって、ソフトウ

ェア自体を手に入れたわけではない。「使用許諾書」の中には、私たちが手にしたものは、

あくまでマイクロソフトの所有するソフトウェアのコピーであると書かれているのである。 

要するに、この契約に利用者は対価を支払っている事になる。 

 またその他にも、ソフトの解析の禁止、改変の禁止、配布の禁止、レンタルの禁止など

といった契約内容が書かれている。 

 このように、ソフトウェアを入手して利用するということは、開発者とライセンス契約

を結び、その内容に従って、ソフトウェアを利用すると言うことなのである。 

  

 オープンソースソフトウェアは、このライセンスがオープンソースという考え方に従っ
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て作られており、その契約を交わして使われるソフトウェアを指しているのである。 

  

 

2，オープンソースの定義 
 さて、ライセンスという仕組みを説明したが、それではオープンソースのライセンスと

はいったいどういったものなのか。すなわち、オープンソース定義とはどういったものな

のだろうか。 

 オープンソースの普及を進めている団体であるオープンソース・イニシアチブ＊2 の『オ

ープンソースの定義』＊3という文章の日本語訳版＊4を参考に、見ていこうと思う。 

 

 オープンソースの定義を簡単にまとめると、以下のようになる。 

● 再配布の自由 

ソフトをネットワークから自由にダウンロードしてコピーして、友達にただで配っ

たりしても良いと言うこと。また、オープンソースソフトを集めてきて、それを本

の付録やコレクションＣＤとして販売することを制限したり、報酬を求めたりして

はいけないと、定義されている。 

● ソースコードが自由に配付されていること 

実行形式であるバイナリのファイルだけが配付自由なのでは、オープンソースとは

言えず、ソースコードも配付自由で公開されていないといけない。さらに、そのソ

ースコードはプログラマーに対して分かりやすいものでないとダメだとも、定めら

れている。意図的に分かりにくいようにプログラムを組んではいけないのだ。 

●派生ソフトウェア 

ソフトを改造したり、そのソフトを真似、もしくは技術の一部を流用して別のソフ

トを作っても良いということを認めなければならない。また、その派生したソフト

ウェアを元のソフトウェアと同じライセンスの下で配布することを許可しなければ

ならない。 

● 作者のソースコードの完全性 

ソースコードを変更するパッチファイルという、オリジナル改造用のファイルを配

布するこを認める場合に限り、ソースコードの配布を制限することができる。これ

は、誰か他の人が変更版のソースを再配布したときに、その修正・変更に問題があ

ったりバグがあって上手く動かないような場合に作者が不名誉を被ってしまわない

ようにオリジナルと改変版を明確に区別しよう、という配慮から上の派生ソフトの

許可の例外として設けてある。また、同じ理由でオリジナルと派生ソフトで名前を

変えることを義務づける事も、できるようになっている。 

● 人やグループによって差別してはならない 

ライセンスは特定の個人やグループを差別してはならない。 
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これは、オープンソースの開発環境が、可能な限り様々な人達に参加され、最大限

にその効果を発揮するために設けられた定義。 

この定義の説明部分には以下のように書かれている。 

「アメリカ合衆国を含むいくつかの国では、ある種のソフトウェアに輸出制限を課

しています。OSD 準拠のライセンスは、適用される可能性がある制限についてライ

センス受諾者に警告し、また彼らには法に従う義務があることを示唆しても構いま

せん。しかし、ライセンス自身にそのような制限が含まれてはなりません。」 

● 使用する分野で差別してはならない 

意図的に、ライセンスに明記するなどの方法で、オープンソースが商業的に利用さ

れることを防ぐような行為を禁止するために定義されている。 

オープンソースのコミュニティは営利目的のユーザーにも積極的に参加して貰うこ

とを望んでいるのである。 

● ライセンスの分散 

オープンソースプログラムが持っている権利は、それをコピーして他の人にあげた

り、売ったりした場合であっても、元のソフトに付随する全ての権利が継承される。

だから、例えばオープンソースソフトを入れた CD-ROMを販売するに当たって「こ

のソフトのソースを公開しません」と言う守秘義務契約を買い手に同意させたとし

ても、元々オープンソースソフトだからその条件は意味をなさないことになる。 

● ライセンスは特定の製品においてのみ適用されるものであってはならない。 

例えば、 “Ｔブラウザ”というインターネットのブラウザを作ったとして、そのソ

フトの付加価値を高めるために、オリジナルの非常に使いやすい“Ｔメール”とい

うメーラーを付属させたとする。ブラウザはオープンソースなので、メーラーもオ

ープンソースにして丸ごと自由にコピーして配れるようにしたい。でも、メーラー

単体で他のブラウザとセットでパッケージ配布されてしまったら、Ｔブラウザの魅

力が半減してしまうから、メーラーだけ取り出して配布したりすることは禁止しよ

う。と言うような行為はあってはならないとしている。あくまで、そのパッケージ

全体がオープンソースならば、それに含まれているソフトもまたオープンソースで

なければならないのである。 

● ライセンスは他のソフトウェアのライセンスに干渉してはならない 

これは、上の条項とは逆に、CD-ROMなどのパッケージで配布される場合に、商用

ソフトや占有ライセンスのソフトが一緒に収録されている場合は、そこに混ぜて配

布してはならない、というような制限を設けてはいけないと言うこと。 

 

 以上が、オープンソース・イニシアチブが公式に定義したオープンソースの定義を要約

したものである。このようにオープンソースは、ただ単にソースコードが入手できると言

うことだけを意味するのではなく、いくつかの条件を満たしていなければならないのであ
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る。 

この基本定義を元に作られたライセンスの元に、公開・配布されているソフトウェアこ

そが、オープンソースソフトなのである。 

 ちなみに、オープンソースイニシアティブでは、この定義に準拠して作られた、真にオ

ープンソースといえるライセンスに対して、「ＯＳＩ認定マーク」というものを発行し、オ

ープンソースライセンス及びにソフトウェアを明確に保証している。 

 

 

３，オープンソースライセンスを見る－GNU GPL 

 ライセンスとは何か、オープンソースライセンスの定義とは何かを説明したが、それで

は実際のオープンソースライセンスは、どういった内容になっているのだろうか。 

 オープンソースの世界で、標準的なライセンスの一つである「GNU一般公用使用許諾書

（GNU GPL）」＊5を見てみることにしよう。このライセンスは FSF（フリー・ソフトウェ

ア・ファウンデーション）という団体が作成したライセンスであるが、FSF についての説

明は４章の３節で説明する。 

  

 GNU GPLの序文には、このライセンスの目的が書かれている。 

 

「我々の一般公用使用許諾の各条項は、次の事柄を確実に実現することを目的として立案

されています。 

・ フリーソフトウェアの複製物を自由に領布できること（そして、望むならあなたのこの

サービスに対すて対価を請求できること）。 

・ ソースコードを実際に受け取るか、あるいは、希望しさえすればそれを入手することが

可能であること。 

・ 入手してソフトウェアを変更したり、新しいフリー・プログラムの一部として使用でき

ること。 

・ 以上の各内容を行うことができるということをユーザー自身が知っていること。」 

 

以上のように、このライセンスはソフトウェアやソースコードの自由な共有を守ってい

くことを目的としているのである。 

この目的のために、GNU GPLでは次のような内容を定めている。 

 

・ 再配布の許可 

   コピーし、配布することが許可されている。また、その配布を受けた人も GNU GPL

に従って再配布が認められる。 

・ 変更の許可 
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   ソースの変更や、それを利用した新たなソフト開発が認められる。 

・ ライセンスの継承義務 

   GNU GPLのソースもしくはソフトウェアを使って作られた新しいソフトも、元の 

ソフト同様に GNU GPLを継承し、従わなくてはならない。 

・ ソースコードの公開義務 

   ソースコードは第三者が入手できるよう公開されている必要がある。 

・ 無保証であること 

   GNU GPLを採用するソフトウェアには、保証は一切無い。 

 

 このライセンスの特徴的なところは、ソフトウェアの配布を受けた人や、GNU GPL の

ソフトウェアから派生したものについても、必ずライセンスが継承されるとしたところに

ある。この「継承する」という考え方によって、ソフトウェアが独占的に扱われることを

防ぎ、オープンソースソフトウェアの権利や、それを製作する環境を守って行くことが、

できるようになっている。 

 このライセンスの制作元である FSFは、これらの考え方を「コピーレフト」＊6と呼び、

GNU 

GPL を採用することによって、著作権を放棄せずに、ユーザーの自由（ソフトウェアの自

由な配布や、ソースコードの自由な変更などがそれに当たる）を守る方法として考えてい

る。 

 

 この他にも、幾つかのオープンソースライセンスが存在するが、それらを特徴的に分け

ているのは、「継承」の考え方が存在するか、しないかという点であろう。 

「継承」の考え方の無いライセンスは、メリットとして、その条項が存在しないことに

よって、オープンソースソフトウェアから商用ソフトウェアを製作して、占有ライセンス

で販売することが出来るため、ビジネスに馴染みやすいということがあるだろう。 

 どちらのタイプのライセンスを選択するかは、ソフトウェアの制作者が、そのソフトウ

ェアをどのように利用したいか、利用されることを望むかという点によって、使い分ける

ことが出来るのである。 

 

 

 

 

【＊１】 『Microsoft Office 2000 Professional 日本語版 使用許諾契約書』より抜粋 

【＊２】 http://www.opensource.org/ 

【＊３】 http://www.opensource.org/docs/definition_plain.html 

【＊４】 川崎和哉編著 『オープンソースワールド』 翔泳社 1999 年 139 頁参照 
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     八田真行 「オープンソースの定義 日本語版」 『八田真行のホームページ』 

     http://www.geocities.co.jp/SiliconValley-PaloAlto/9803/osd-ja/osd-ja.html 

【＊５】 「ＧＮＵ一般公有使用許諾書」 『日本語によるＧＮＵ情報サービス』 

http://www.gnu.org/japan/gpl-2j-plain.txt 

【＊６】 著作権告示をする「Copyright（コピーライト）」の逆という意味を込めて

「Copyleft（コピーレフト）」と呼んでいる。 
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第三章 オープンソースの開発手法 

 

ソースコードを広く公開して、沢山の見知らぬ開発者やユーザー達とともにソフトを作

っていくオープンソースの世界では、ソフト会社がプログラマやテスターなどを雇って行

う開発手法とは全く違ったプロセスが必要となってくる。 

 ここでは、『釈迦とバザール』＊1というオープンソースの開発手法を分析した論文を参考

に、主にオープンソースムーブメントの火付け役である、Linuxでの開発過程を例にして、

考えていきたいと思う。 

以下は、内容を簡単にするために、開発の流れを図示したものである。 

 

 

 
１，必要は発明の母 －ソフトを書く動機－ 
 まずソフトの開発を始めるには、開発者自身の積極的な動機という物が必要不可欠だ。

当たり前のことのようだが非常に重要なことである。自分が必要だと感じて作る物は、ど

ういう形でその問題を解決するソフトを作ればいいか、どういう物が欲しいかが明確に分

かっているから、開発の方向を間違えてしまうことはないし、自分の納得がいくものを作

ることができる。 

 それに、自分が必要性を感じた物は、他にも同じように必要としている人が必ずいるは

ずである。 

 

２，過去の資産の再利用 
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 元々ソースが公開されているオープンソースの場合、自分が作ろうとしているソフトに

近い機能を持ったソフトが既に存在するのなら、そのソフトのソースを元にしてそれを書

き直す事から始めることができる。オープンソースのそもそもの考え方自体が、知識・技

術を共有して皆で広く使っていこうという物なのだから、わざわざ０から作るよりも今あ

るリソースを再利用する方が効率的なのである。 

 Linuxの作者であるリーヌス・トーバルズも、Linux を０から作り始めたわけではない。

彼は Minix という OS の構造を勉強するための教材として開発された OS から、アイデア

や作り方を再利用して作り始めたのである。今では Minix から再利用した部分は独自に作

り直すか、消されてしまってはいるが、初期段階での足がかりとして大いに活躍していた

のだ。 

 

3，動くソフトを提供するところから開発は始まる 
 オープンソースの開発は、まず沢山のプロジェクトに対する賛同者を得なければ始まら

ない。それには、他の人の興味を引く内容と共に、実現できそうな見込みを表す意味で、

何か動いてテストできる物を公開することが重要である。それは別に、バグがあっても、

良くできていなくても、ドキュメントが皆無でも問題はない。 

何もないところから、オープンソースで開発するということは、とても難しいことだ。 

 

4，迅速な開発と効率よいバグフィックス 
 世界中に散らばっている、そのソフトに興味を持ってくれた人たちを、共同開発者やテ

スターとして取り込んでいくことができる。この利点は前章でも書いたとおりで、オープ

ンソースの開発手法の中で最も重要なポイントである。 

 このことによって、迅速にソースを改良することができる。そして、その効果をさらに

高めて行くには、少しくらいのバグがあることは覚悟の上で、頻繁にバージョンアップ版

をリリースしていくことだ。そうすることによって、沢山のテスターの目にさらされて、

さらにバグの発見や修正が進むし、共同開発者やユーザーに対して目に見える成果・進歩

を表して、興味を失わせずに引き続きプロジェクトへの参加の促進につながっていくので

ある。 

 

5，高い信頼性を得る 
 テスターや共同開発者の数が十分に多ければ、そのソフトのほとんどの問題点を発見す

ることができる。また、その中の誰かが必ずその解決方法を知っている。したがって、ど

んなバグも大した問題ではなくなる。そして、沢山の人々によって十分にテスト・修正さ

れたソフトは当然のごとく信頼性も高くなるのだ。これは、前章で述べたとおりだ。 

 この章を書くに当たって大いに参考にした、エリック・レイモンドの『釈迦とバザール』

という文献の中で、このことは「リーヌスの法則」と呼ばれている。ソフトウェア業界に
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対して Linux プロジェクトの成功がこのことを知らしめたので、こう呼ばれているのであ

る。 

 

６，インターネットを利用した世界規模の開発 
 インターネットによって、世界中の人々が一緒になって開発したり、情報交換をしたり

することのできる、巨大な相互互助の基盤を作ることができるようになった。オープンソ

ースはこの基盤があったからこそ大きく発展したものであり、この基盤を最大限に活用す

ることのできる開発モデルなのである。 

 

 

上に書いてきたように、インターネットの持つ力を最大限に利用して、知識を受け取り、

アイデア（ソフトウェアなど）を公開し、人々の興味と協力を得られるように開発を進め

ていけば、商用ソフトよりも遙かに多くの人々の才能を使って、よりよいソフトを早く作

ることが可能になる。 

現に、商用ソフトとオープンソースソフトを比べれば、明らかに分かることで、例えば

マイクロソフト社のWebサーバソフトである IIS などは、リリース後も常に沢山のバグに

悩まされ続けており、そのセキュリティの甘さ故に、常にハッカーの標的にされている。

対して、代表的なオープンソースソフトの一つであるWebサーバの Apacheは、バグ発生

頻度はとても低く、あったとしてもすぐに修正されるので、セキュリティ上の問題でハッ

キングされることは非常に低いというのは有名な話である。 

こういったことが、商用の独占ソフトには真似ることのできない、オープンソースのメ

リットであり、インターネット時代のソフトウェア開発の理想的なモデルなのだと考える。 

 

 

 

 

【＊１】 川崎和哉編著 「釈迦とバザール」 『オープンソースワールド』 翔泳社  

1999 年 71 頁参照 

（翻訳版原文）山形浩生訳 「釈迦とバザール」  

http://www.post1.com/home/hiyori13/freeware/cathedral.html 

（原文）Eric S. Raymond,  “The Cathedral and the Bazaar” 

http://www.tuxedo.org/~esr/writings/cathedral-bazaar/ 
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第四章 オープンソースの歴史 

 

オープンソースソフトウェアというものは、いったいいつ頃から考えられた物なのだろ

うか。そして、現在までにどういった変化を遂げているのか。 

 

１、UNIX の出現 

 そもそもの、オープンソースソフトウェアの考えの源流を辿ると、それは UNIX というオ

ペレーティングシステムの出現に遡ると言われている。 

 UNIX の出現は１９６９年のことになる。米 AT&T 社のベル研究所において、Ken Thompson

と Dennis Richie によって作られた、次世代電話交換機用のＯＳだった。その当時として

は先進的なファイルシステムを備えていた。初期の UNIX は DEC 社の PDP というコンピュー

タ向けに作られた OS であったが、じきに改良が加えられ他のコンピュータでも動くように

改良されていった。 

この OS がなぜオープンソースの源流に当たるのかというと、１９７５年頃までライセン

スを必要とせず、研究所の内部や教育機関に実費で配布され、保証もサポートも付いてこ

ない代わりにソースコードが付いて、自由に利用することが出来たからである。この点は

“コピー・改変自由、自己責任”という今日のオープンソースの姿にかなり近い物である。 

この UNIX が、一企業の研究所で開発されたにも関わらず、しばらくの間ライセンスフリ

ーで、それ自体は無償で提供されてきた要因には、AT&T が米国の反トラスト法によって特

定分野以外への参入を禁止されていて、UNIX を製品化し販売することが難しかったと言う

背景がある。また、その頃 AT&T には Multics という大規模な OS を開発するプロジェクト

があり、UNIX はあまり重要視されていなかったと言うこともあるようだ。 

しかし、しばらく後で AT&T が分割され、上記のトラスト法の制限が無くなると、ライセ

ンスを付けてこの OS を他の大学や企業に提供することを始め、次第に商業色を強めていく

ことになる。 

そしてそのことが、それまでこの OS の改良に無償で携わってきた人々や、研究や教育に

この OS を使ってきた人々に反感をかい、AT&T のライセンスを必要としない独自な UNIX（実

際にはUNIXと同じように使えるOS）を開発していこうと言う運動を巻き起こすことになり、

その後に続くフリーソフトウェア運動の下地を作っていくことになるのである。 

 

 

２，大学で開発されたフリーな OS（BSD UNIX の誕生） 

 大学や研究機関に広く配布され、受け入れられていった UNIX だが、その中でも特にカリ

フォルニア大学バークレー校は、開発者の一人である Ken Thompson がこの大学に赴任した

ことが要因で、UNIX の進歩に大きく貢献した。彼が赴任したことによって BSD (Berkeley 
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Software Distribution)版 UNIX という大学独自のバージョンが１９７７年に開発されて、

数多くの拡張機能やツール類（画面制御ライブラリや、エディタ機能など）を生み出し、

その後の AT&T 版 UNIX などに大きな影響を与えている。ここでは、今日のインターネット

環境に欠かすことの出来ない、TCP/IP の技術も生み出されることとなった。 

 １９８０年代に入り、だんだんと UNIX が世間に広まって行くにつれて、大手メーカーが

ビジネスとして UNIX の世界に参入してきた。それにともなって、より多くシステムを出荷

して、多くの利益を上げるために、各社は独自仕様の UNIX＊1をクローズドなライセンスの

元に開発していくことになる。元々の UNIX の開発元である AT&T は沢山のメーカーが参入

することによって、そのライセンス料で大きな利益を上げるようになった。 

 しかし、１９８０年代の後半になると、こうした動きに反して、BSD から AT&T のライセ

ンスに抵触しない、独自の UNIX が公開されるようになる。誰しもが無料でソースコードを

手に入れられ、改変も再配布も自由な UNIX である。プログラミングの技術さえあれば、ど

んなコンピュータへも移植が可能であり、しかもタダだったのだ。 

 

 「８０年代から９０年代にかけて、大学に在籍するプログラマは依然として世界中の人

と多くの物を共有していた。ソースコードを共有するという考え方は、学術機関の伝統に

寄るところが大きい。すなわち、結果を公表することにより、他の人が読んだり、考えた

り、批判したり、究極的には拡張したりする機械を提供する。」＊２ 

（『なぜ、Linux なのか？』 ｐ55 より） 

 

利用者にとって見ればこんなに魅力的なことはない。AT&T はこの BSD の UNIX を自分たち

の商売の脅威と感じて、ついには大学と企業との間で訴訟問題になってしまう。結局は大

学側の UNIX には何ら AT&T の特許を侵害する部分は無いことが証明され、AT&T は敗訴して

しまう。最終的には１９９４年の１月に和解が成立し、同年６月に完全にフリーな BSD UNIX

がリリースされた。この訴訟は、多くのコンピューター関係者や、ビジネスマンの興味を

引きつけて、フリーなソフトウェアの存在を世の中に知らしめるきっかけになった。 

こうして、フリーは OS である BSD は、大学の研究機関で生み出され、世の中に受け入れ

られて、今日のフリーソフトウェアの基礎を作っていった。 

 

 

３，フリー・ソフトウェア・ファウンデーションの発足 
 AT&T が UNIX のライセンスをクローズにして、BSD UNIX が誕生したのと同じ頃、マサチ

ューセッツ工科大学（以下 MIT）においても、同じようにフリーな OS を作ろうという構想

が動き出していた。その構想を考えたのは MIT の教授である Richard Stallman という人物

で、そのシステムの名前は GNU（「グヌー」と発音する）という。UNIX と互換性のある全

く新しい OS の開発を目指している。 
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 Stallman は１９８４年に、このプロジェクトのために、フリー・ソフトウェア・ファウ

ンデーション（以下 FSF）という団体を立ち上げた。この団体は、ボランティアで GNU プロ

ジェクトに参加してくれる人々の窓口となり、GNU 以外のものも含めたフリーなソフトウェ

アの製作支援、数百に登る作業のとりまとめや公開、企業からの援助の窓口といった役割

を担った。 

 彼は、『GNU 宣言』＊3という FSF の設立主義書の中で、こう語っている。 

 「もし私の好きなプログラムを他の人も好きであれば、私はその人とプログラム 

を分かち合わなくてはならない、という黄金律 ([訳注] 自分の欲することは 

他の人にも為すという考え方)を考案した。ソフトウェア販売会社は、ユーザ 1 

人 1 人に他人と共有しない契約をさせることによって、ユーザを分離し支配し 

ようとしている。そのような方法で他のユーザとの連帯意識を壊すことは私は 

嫌である。機密保持契約やソフトウェア・ライセンス契約へのサインは良心か 

らできない。」 

「信念を曲げることなくコンピュータを使い続けるために、フリーでないソフト 

ウェアがなくてもうまくやっていけるようなフリー・ソフトウェアのしっかり 

した団体を組織することを決意した。」 

（Richard Stallman 著／引地 美恵子・引地 信之 訳 『GNU 宣言』） 

 Stallman は占有ライセンスのソフトウェアを問題だと捉え、プログラムを分かち合うこ

とが黄金律だという思いを GNU プロジェクトや FSF 設立の動機としている。そして、コン

ピューターを使うに当たって、全くそれらを必要としないように、ありとあらゆるソフト

を GNU プロジェクトで生み出していこうと考えているようである。 

 また彼は、「GNU 一般公有使用許諾」というフリーソフトの権利保護のためのライセンス

を作成した。ライセンスの内容を簡単に説明すると、ソフトウェアの著作権をしっかりと

告示した上で、ソフトウェアを使用する自由、配布する自由、改変する自由を認め、この

権利が永続的にそのソフトウェアから派生したソフトウェアに及ぶようにしている。 

 このライセンスを適用することによって、ソフトウェアはフリーなままで進化していく

ことが可能であり、著作権放棄のソフトウェアのように、他の人（もしくは企業）にソー

スコード非公開・配布禁止といった権利の剥奪を受けることを防げるというものだ。この

ライセンスは現在でもオープンソースなライセンスの事実上の標準として、Linux や gcc、

gimp＊4などの代表的なオープンソースソフトが採用している。 

 こうした FSF の活動は、多くのプログラマーや、商用の独占ソフトウェアを使用したく

ないと思うユーザーなどに支持されて、広まっていった。また、上記のライセンスや、優

秀なソフトウェアを生み出し、オープンソースソフトウェア作成の基礎を作り上げていっ

たのである。 
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４，Linux の誕生 
 Linux はオープンソースを世界に知らしめた、もっとも代表的なソフトウェアと言って良

いだろう。このソフトウェアは１９９１年、フィンランドのヘルシンキに住む一人の学生

Linus Torvals が、UNIX の OS の構造と intel の 386 プロセッサと呼ばれる CPU の研究用に

始めたプロジェクトから生み出された物だ。 

 厳密に言えば、彼が作り上げたのは OS のカーネルという最も重要なコアの部分で、それ

に GNU プロジェクトやその他のプロジェクトから生み出されたフリーソフトウェアを組み

合わせて作り出されたのである。 

この Linux のプロジェクトが優れていた点は、全く新しい OS を一人の青年がインターネ

ット上の見知らぬ人々と０から開発し、たった数年の間に安定して動くものを開発できた

というところだ。現に１９９５年時点には色々なツールが動く、安定版の Linux が完成し

ていた。実に４年ほどで UNIX と互換性のある OS を開発してしまったのである。１０００

人規模で開発を行うマイクロソフトでさえ、Windows の新バージョンの開発には４年以上の

期間を費やしている。そう考えればこの開発スピードの速さが分かるはずである。 

 この素晴らしい開発スピードを実現できた背景には、多数の共同開発者の知恵があった。

その多数の知恵を集めるためには、インターネットが活用され、初期の段階から News グル

ープや FTP などが広く活用されていた。GNU プロジェクトのツール類を手に入れたり、自分

の作ったソフトウェアを公開して、そのフィードバックを受けたり、UNIX の仕様書を手に

入れたりと、インターネット無しには Linux は成立しなかったと言われている。 

 北欧に住む一人の青年が、インターネットを活用して UNIX 互換の OS を開発してしまっ

たという話は、その協力者や利用者が増えるに連れてだんだんと世界中に広まっていき、

Linux 革命などと呼ばれてコンピュータ業界に一大センセーショナルを巻き起こしたので

ある。 

 

 

５，オープンソースイニシアティブ（OSI）の設立 

 オープンソースという言葉は、“オープンソースイニシアチブ”（以下 OSI）という団体

とともに、１９９８年に誕生した。 

OSI は「オープンソース」という言葉を登録商標に登録し、それを管理し、オープンソ

ースという考え方を牽引するために、１９９８年１０月に設立された団体である。代表者

は『釈迦とバザール』という、Linux の開発モデルについて書かれた文献で知られる、オー

プンソースの第一人者であるエリック・Ｓ・レイモンド氏で、非営利団体である。 

現在の主な活動は、ソフトウェアの配布に適用されるライセンスが、OSI の掲げるオー

プンソースの定義（The Open Source Definition）に準拠していることを、OSI認定マーク

というもので、証明するというものである。 

そもそもこの団体は、１９９８年２月３日に、カリフォルニアのパロアルトで行われた会
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合でオープンソースという言葉が生まれたところから始まる。この会合は、それに先だっ

て発表されたネットスケープ社のブラウザのソースコード公開のアナウンスに呼応して、

それまでフリーソフトの開発やフリーソフトの啓蒙活動を行っていた主要人物が集まった。 

Linuxがだんだんと普及し、利用されるようになっていくに従って、フリーソフトウェア

の考え方が脚光を浴び、ビジネスが考え出され、大企業がこの活動に興味を示し始めてい

た。そして、インターネットブラウザ市場で活躍する Netscape社が、この活動の和の中に

入ってきたのである。 

これは、「フリーソフトウェア」という言葉で呼ばれていた一連の活動を企業や一般に大

きく普及させる良いきっかけだった。 

フリーソフトウェアの活動の流れの中では、Stallman の『GNU 宣言』からも感じ取れ

るような、反商業主義的な印象を世間に与えており、この活動を発展させていく上で、も

う少し柔軟な、ビジネスの考え方とも調和する考え方や、イメージがこの世界には必要な

時期になっていた。 

そこで、フォアサイト・インスティチュート＊5のクリス・ピーターソンによって、「オー

プンソース」と言う新しい名称が提案され、それが受け入れられたのである。 

こうして、世に「オープンソース」という言葉が誕生し、同時にその普及につとめる団

体である OSI が誕生したのである。この後、Apple や IBM など数社の大手コンピューター関

連企業が、この和の中に加わった。オープンソースは、今までより大きな世界へと広がり

を見せていくようになったのである。 
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【＊１】 AT&T と BSD 版の他に、IBM の AIX、Sun Microsystems の Solaris、Compaq の 

DIGITAL UNIX、Hewlett Packerd の HP-UX などが存在する。 

【＊２】 ピーター・ウェイナー著／星睦訳 『なぜ、Linux なのか？ フリーソフトウェ

アムーブメントの挑戦』 株式会社アスキー 2001 年 55 頁参照 

【＊３】 Richard Stallman 著／引地美恵子・引地信之訳  

「ＧＮＵ一般公有使用許諾書」 『日本語によるＧＮＵ情報サービス』 

     http://www.gnu.org/japan/manifesto-1993j-plain.html 

【＊４】 gcc は、GNU プロジェクトが生み出した C 言語用のコンパイラ。 

     Gimp は画像編集ソフトで、こちらも GNU プロジェクトから生み出された。 

     http://airmail.sakura.ne.jp/~komugi/gimp/gimporgja/ 

【＊５】 http://www.foresight.org/ 
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第五章 オープンソースのビジネス 

 

 大学の研究機関や、インターネットにおける知識の共有と有効活用という流れの中から、

生み出され、成長していったオープンソース。この考え方は、いくつかのソフトウェアや、

OS を生み出し、その力が、やがてビジネスの世界で注目されるようになった。 

 企業からのしがらみや、知的財産の共有化を目的として発展してきたオープンソースを

どのようにビジネスにしていくのか。 

その手法や、現状を調べ、方向性を考えていきたい。 

 

１、オープンソースを核としたサービスを提供する 

 これまでも述べてきたとおり、オープンソースの考え方は、ソフトウェアをコピー・改

変・再配布の自由の下に、知的財産を広く共有していこう。というものであって、知的財

産たるソフトウェア販売をビジネスにして利益を上げることが難しい仕組みになっている。 

そこでオープンソースを活用してビジネスを行おうとするときには、そのソフトウェア

自体を販売するのではなく、それに付随するサービスを提供して利益を得ていくという方

法が取られている。 

もっとも一般的な方法が、パッケージ販売と呼ばれる手法である。 

もともとオープンソースで作り出されるソフトウェアは、一般の企業が販売しているも

のと違い、色々な人達が世界中の色々な場所で、バラバラに作り出したモノである。その

中には、何か他のソフトウェアと組み合わせないと動かすことの出来ないソフトも存在す

るし、いくつかのソフトをセットで利用すれば、市販のソフトウェアよりも強力に仕事を

行える便利な組み合わせだって存在する。そういった、オープンソースのソフトウェアを

合わせて、市販のソフトウェアのように、パッケージにしてマニュアルを添付して販売し

て、その手間を利益として得るというのが、こうしたビジネスである。 

このようなパッケージ販売を行う会社が出現し始めたのは１９９３年頃のことである。

その頃、コンピューター愛好家達の間で噂になり始めていた Linux を手軽に入手して、使

える方法が必要とされ、いくつかの小さな会社がその販売を始めた。 

こういったパッケージが必要だった背景には、Linux の登場が大きく関与している。

Linuxと呼ばれている OSを利用するためには、核となるカーネルと呼ばれるソフトウェア

以外に、色々なその他のソフトウェアを組み合わせないと利用することが出来ない。その

ため、OSとして Linux を使えるようにいくつかのソフトウェアを組み合わせ、正しく構成

した上で、配布して利用者の手間を省いたのである。また、その頃は今に比べて、まだま

だインターネットは発展途上であったし、回線速度も低速で、いちいち全てのソフトウェ

アを探してダウンロードしていたら、時間も手間もお金もかかってしまうと言ったことも、

無関係ではなかったのであろう。 
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 これらのパッケージは、ディストリビューションと呼ばれている。ディストリビューシ

ョンを開発し流通させる会社は世界中に数社存在し、ディストリビューションごとに組み

合わされているソフトウェアの種類やバージョンが若干異なっている。 

 次第に、このビジネスが普及し、Linux と共に世間に浸透していくにつれて、これらを販

売している会社の業務内容も変化していくことになる。初期段階では、パッケージの開発

と流通で利益を上げることが出来ていたが、元々コピーも再配布も自由なオープンソース

ソフトウェアを扱っている性質上、自分たちの開発したディストリビューションを利用し

てビジネスを始める他の会社を規制することは不可能であるし、コピーして複数人が使い

回したとしても、文句を言うことは出来ないのである。そこで、独自に開発したソフトウ

ェアを添付したり、２４時間受付のサポート窓口を設置したりして、サービスを強化をは

かることによって、それぞれの会社は生き残ろうとしているのである。 

 また、この業界の最大手である RedHat社＊1などは、IBMや日立などの大手コンピュー

ター販売メーカーと提携関係を結ぶことによって、自分たちの開発したディストリビュー

ションを優先的にコンピューターに組み込んでもらい、その開発協力やサポートを行った

り、システム開発業者と組んで、Linux におけるシステム開発を行って利益を確保しようと

している。 

 

 ディストリビューションのビジネスが広まっていく中で、さらにサービスを強調したビ

ジネスが出現する。その一つは、Linux をはじめとするオープンソースソフトの、サポート

をメインにしたビジネスである。 

 このタイプの会社としては、Linuxcare 社＊2が有名である。Linuxcare はディストリビ

ューションの開発や流通は行っていない。その代わり、どこの会社が作ったディストリビ

ューションであれ、Linuxに関する事ならほぼ一通り全てのことをサポートするということ

を売りにしている。その他にも、Linuxに関する教育や、コンピューターメーカーに対する、

Linuxの動作確認作業、システム開発のサポートなどを行っている。 

 その他にも、サービスを販売する形態として、ソフトウェアの移植作業の代行というモ

ノがある。この分野で有名なのは Cygnus と言う会社で、現在は RedHat社と合併してい

る。この会社は、gccというオープンソースで配布されている C言語コンパイラの、移植作

業を生業としていた。依頼があれば、優れたコンパイラとして知られていた gccを普通のコ

ンピュータだけでなく、電子レンジやビデオレコーダや工業ロボットに組み込まれるコン

ピューターや、古いメインフレーム＊3 までありとあらゆるコンピューター用に移植して、

その作業によって利益を上げた。 

 

 ここで紹介した会社は、ソフトウェア販売から利益の得られないオープンソースソフト

ウェアをビジネスの中心に据えて、サービス・サポートというものを武器にしてビジネス

を行っているオープンソース企業である。オープンソースビジネスの世界では、配布やコ
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ピーすることが不可能なサービスという形によってビジネスを行い、利益を上げることが

可能になるのである。 

 

 

２、大手企業のオープンソースとの関わり 
 前項ではオープンソースをビジネスの中心とした会社の方法を紹介してきたが、この項

では、既存の大手企業がオープンソースをどのようにしてビジネスに生かそうとしている

か、その関わり方を紹介する。 

 オープンソースが大学の研究機関や、ネットワークを介したプログラマー達の力によっ

て、有用なユティリティーや OS、サーバー、などのソフトウェアを生み出し、パッケージ

開発やサポートを行う会社が出現し、その広がりを見せてきたことによって、今までそう

いった動きとは別のところにあった、大手の企業もオープンソースという考え方に興味を

示すようになった。 

 こういった、企業のオープンソースへの参加という動きの、きっかけとなったと言われ

ているのが、１９９８年に発表された、Netscape社のブラウザソフトのオープンソース化

であると言われている。 

 同社は以前は Web ブラウザの業界でトップのシェアを誇っていたが、Microsoft のイン

ターネットエクスプローラーにシェアをじりじりと追い上げられ、この頃にはトップの座

を奪われるだけでなく、大きな差を付けられていた。そこで、Mozilla プロジェクト＊4と呼

ばれる、オープンソースのプロジェクトを立ち上げて、ブラウザのソースをオープンにし

て、オープンソースコミュニティの力を借りて、ブラウザに改良を加え、新しいWebブラ

ウザを作り、奪われたシェアを取り戻そうと考えたのである。このことは、同時に、同社

は利益追求の方法をソフトウェア販売からではなく、Web コンテンツによるサービス提供

のビジネスや、Web サイトからの広告などの方法へ転換を図ったということも意味してい

る。 

 同社は、元々アメリカ・イリノイ大学で Mosaic という Web ブラウザを開発した中心人

物であるマーク・アンドリーセン 氏と、シリコングラフィックス社のジム・クラーク氏が

起業したモザイクコミュニケーションズ社が前進となっており、始めは大学の研究から開

発された技術を元に、ビジネスを行っていたことから、オープンソースの世界に入りやす

いと言う企業的な環境が有ったのかもしれない。 

 オープンソース化により、広く一般からの協力や、オープンソースからの技術吸収を行

って、シェア奪還を計ろうとしたネットスケープではあったが、残念ながらそれは叶わず、

プロジェクトは２０００年１１月の Netscape6 配布まで、正式な成果を発表することが出

来ず、シェアは落ち混み続けとうとう１％を切ってしまう。この間に同社は米大手プロバ

イダの AOL社に吸収されることとなる。 

こういった動きから、Netscape社の戦略は失敗であり、世間では注目されているオープ
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ンソースの力を利用したとしても、それはけっして万能ではない。という認識が少なから

ず広まった。こういった結果になってしまった理由に、既に Netscapeという優れたブラウ

ザが存在するから、新たな必要性が存在しないために、協力者が余り得られなかったので

はいか、と言う意見もあるし、Netscape社の社員の関与が大きいので、プロジェクトとし

て余り面白みがないのではないか、と言った意見もあったが、その真相はよく分かってい

ないようである。 

しかし、最初のバージョンの発表までに時間がかかったが、その後も地道にオープンソ

ースのもと、プロジェクトは改良を加え、２００２年８月に全面的機能改良を加えた最新

版 Netscape７を発表。機能面ではインターネットエクスプローラーの最新型に未だ若干は

おとっているものの、２００２年６月に 0.7％だったシェアが９月には 1.3％程度まで増加＊

5させることに成功。親会社の AOL 社は、サービスの専用ソフトをインターネットエクス

プローラーからネットスケープベースに切り替える動きをみせており、今後が注目されて

いる。 

 

もう一つ有名なオープンソース参加企業に Apple コンピューターが挙げられる。同社は自

社製品のパソコン上で動作する OSである MacOS-Xの基幹部分をオープンソース OSであ

る BSDから採用し、オープンソースとして公開し開発することを１９９９年に発表した。 

Apple 社としては、オープンソースの世界に参加することによって、既に存在する、優れ

た技術を自社製品に取り込み、改良していけるだけでなく、UNIXと互換性のある、安定し

た OSであることや、BSD上で動作していた既存のオープンソースソフトを利用できること

でイメージアップを図る。また、OSの仕様を公開して自社パソコンで動作するソフトウェ

アや、周辺機器のドライバソフトを作りやすい環境を提供し、オープンソースソフトウェ

アも含めてソフトウェアや周辺機器のバリエーションを増やす。そうしたことによって、

ハードウェアのシェア拡大に生かしていこうという狙いがあるだろう。 

最近では自社の OS 上で動作する Web ブラウザを、オープンソースのブラウザである

Konquerorの技術を利用して開発し、Windows版に比べて動作速度などの面で不満のあっ

た Macintosh 版インターネットエクスプローラーの代替製品として配布することを発表し

た。 

 

 また、最近ではオープンソースに参加するのは、コンピューター関連企業だけではない。

２００２年１２月には、ソニーと松下電器が、デジタル家電向けに機能を強化した Linux

を共同開発すると発表した。＊6両社は同 Linuxを自社の AV機器に搭載すると同時に、ソ

ースコードを一般に無償公開し、普及を目指すとしている。この発表に対して、日立やシ

ャープ、NEC、サムスンなども賛同を示している。 

 この動きは、数社間でソフトウェアの基本部分や部品を共有することによって開発の無

駄を無くし、さらにオープンソースの協力を得ることによって新たな改良や、家電以外の
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サービスとの連携強化を図る狙いがあるのではないかと思う。 

 
 
３、オープンソースのビジネスとは 
 さて、いくつかのオープンソースとビジネスとの関わりを見てきたわけだが、いずれの

場合においても、共通する特徴としては、ソフトウェアという知的財産で商売をするので

はなく、それに付随するサービスで利益を得たり、Web サイトやプロバイダなどが提供す

るコンテンツビジネスの為の提供手段であったり、コンピューターや家電などのハードウ

ェアを販売するために利用したり、といったソフトウェア販売以外のビジネスに利用する

という方法が取られていることが分かる。 

 このように、知的財産であるソースコードを自由に公開し、利用し合うことによって成

り立っているオープンソースの世界では、サービスやハードウェアなど、簡単にコピーす

ることの出来ない、データ以外のモノが価値を持つようになると言えるのではないだろう

か。 

 ネットスケープ社のように、ソフトウェア販売を中心としてビジネスを行っていた企業

にとっては、データ以外のサービスやハードウェアでオープンソースを活用する形態に転

換することに時間がかかり、そのせいで、自由意志に基づく協力や参加によって作られて

いくオープンソースソフトウェアの影響を受けて、プロジェクトが失敗であるという見方

が出てきてしまったのではないかと考えられる。 

複製できるデータは、広く皆で共有し、知識を交換することによって、それ以外のサー

ビスなりハードウェアなりを利用していく、ビジネスに生かすということが、オープンソ

ースビジネスの世界では重要なのである。 

 

 

 

 

【＊１】 http://www.jp.redhat.com/ 

【＊２】 http://www.linuxcare.com/ 

【＊３】 科学計算や事務処理を行う大型コンピュータのこと。汎用機、汎用コンピュー

タとも言う。 

【＊４】 http://jt.mozilla.gr.jp/ 

【＊５】 ワンスタット・コムの調査資料より。 

http://www.onestat.com/html/aboutus_pressbox11.html 

数値は Mozilla と Netscape7のシェアの合計です。 

【＊６】 株式会社ソニー Webサイト内のプレスリリースより。 

     http://www.sony.co.jp/SonyInfo/News/Press/200212/02-1218b/ 
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第六章 オープンソースの普及率 

 

 オープンソースソフトウェアは、コンピューターの世界でどの程度の普及をしているの

だろうか。いくつかの用途に分けて、その傾向を分析し、オープンソースが得意とする分

野を調べ、その特徴を考えてみたいと思う。 

 

１，サーバ・メインフレーム分野におけるオープンソース 

 Web サーバや、データベースサーバ、複数のデータ処理などを同時にこなせるメインフ

レームなど、日頃私たちの目に見えない部分で、情報社会を支えている業務処理や技術計

算に使われるコンピューターにおいて、オープンソースソフトウェアはどのくらい普及し

ているのだろうか。 

 まず、オープンソースの浸透率が非常に高いと言われている Web サーバの分野では、

62.02%が Apache というオープンソースソフトウェアを利用しているという調査結果が出

ている。これに対して、競合ソフトである Microsoft社の IISは 27.58%ということである。

＊1 

また、サーバに利用されている OSの分野では、Linuxの成長率も高く、1999年には、

米ノベルの Netwareを追い抜き、マイクロソフトの Windows NTに次ぐ第 2 のサーバ用

OSとなった。Linux の出荷部数は 1999 年には 130 万本だったが、年に 28％の割合で成長

し、4 年後の 2004 年には 470 万本になると調査会社の IDCは予測している。＊2 

Apacheや Linuxが、この分野で強いシェアを維持する理由には、IIS 等の市販Webサ

ーバや WindowsNT などのサーバ用 OS に比べ、オープンソース故の導入コストの低さの

他に、動作が安定して、バグが少なく、知識さえあれば自分たちでソフトウェアの改良な

ども行える柔軟性が、一般に挙げられている。 

 この動作が安定しているという事を裏付ける数字として、米調査会社 Evans Data が

Linux開発者を対象に行なった調査レポートによると、94.2％が「(自分の)Linux システム

がウィルスに感染したことがない」と述べ、さらに 75％が「Linuxシステムがハッキング

されたことがない」と回答した。＊3 

 また、サーバ向けソフトウェアでビジネスを行っている企業も、オープンソースに対し

て、積極的に参加しており、データベースサーバの分野で実績のある Oracleや、サーバコ

ンピュータ全般に強い Sun Microsystemsなども、自社製品の Linux対応版を販売したり、

オープンソースなソフトウェアを配布している。 

 最近では IBM社と RedHat社が、メインフレーム用の Linux システムの開発に乗り出し

たことを発表。企業のコスト削減などを狙って、既存の業務処理用メインフレームを、Web

サーバやデータベースサーバとして機能させるシステムを開発している。 
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 オープンソースが業務システム分野のサーバ等でシェアを広げ、支持を得てきた動きに

伴って、各国の政府機関にも採用の動きが見られるようになってきた。 

２００２年１１月に日本政府は、電子政府の安全性を高めることを目的に、オープンソ

ースソフトウェアの導入を検討中であると、新聞紙面＊4 をにぎわせた。また、英国政府は

７月に利用する OSを事実上オープンソースに限定する計画を発表。フランスなどでも、学

校や研究機関を含む２万８千以上の公共機関がLinuxを調達する契約を結んでいるという。 

 

このように、サーバなどの業務システム分野では、ある一定のシェアは確保し、支持を

得ていると考えられる。オープンソースの持つ特徴によって、一つの企業が開発や保守に

関わるよりも、安定性やバグの少なさ・ウィルスに対する対応の早さと言った点で優れて

いると言うこと、また導入コストが非常に安く押さえられると言うことが、利点となって

普及させているのではないだろうか。 

 

 

２，パーソナルデスクトップ分野 

 個人向けの分野では、未だにオープンソースソフトウェアの浸透率は高いとはいえない

だろう。 

２０００年の調査によれば、9850 万本のソフトウェアが販売され、Microsoftが 88％の

シェアを持つデスクトップ市場では、Linux のシェアは市場の 4％に満たない。＊5この理

由として、オープンソースソフトウェアの持つ柔軟性が、かえってエンドユーザーにとっ

ては使いにくさに繋がっていると言う意見や、オープンソースに乗り換える理由が存在し

ない、まだまだ一般向けのパソコンにはオープンソースソフトウェアがインストールされ

ているものが存在せず認知度が低いなどの事が存在すると考えられる。 

特に、乗り換える理由がない、もしくは、ビジネスソフトウェアとして世界中で広く利

用されている Microsoft Officeに変わるようなソフトウェアが存在しないために、Windows

から乗り換えることができないというような、エンドユーザー向けソフトウェアの不足か

らくる問題は大きいのではないだろうか。 

あり得ない話ではあるだろうが、もし、Microsoftが Officeやエクスプローラーなどの主

要ソフトウェアの Linux 向けを開発し、NECや富士通のようなメーカーが自社製パソコン

に Linux とセットで販売すれば、飛躍的にオープンソースソフトウェアの普及率も上がる

に違いないであろう。 

しかし、Microsoftと競合している会社にとっては、これはビジネスチャンスであり、現

在 Microsoft Officeと同じような機能を持った Linux向けソフトウェアパッケージを Sun 

Microsystemsは開発しており＊6、Microsoftからシェアを奪おうと狙っているようである。 
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３，その他の分野 

 そのほかの分野として、現在利用されているのは、５章でも紹介した、家電などへの組

み込み向けの製品や、Sharpが発売している新型 Zaurus＊7のような PDA向けにカスタマ

イズされたものなどが挙げられる。 

 こういったコンピュータ以外の製品応用できるのも、オープンソースソフトウェアの持

つ改変自由という特徴によって、どのようにでもプログラムに手を加えることのできる柔

軟性があるからだと言えるだろう。 

 また、既存のソフトウェアを自社のハードウェアの開発に自由に利用できるということ

は、開発コストの削減や、リスクの回避という点からもとても有効な手段だということが

できる。 

 上記の Zaurusや台湾製の PDAなどで、オープンソースソフトウェアの採用が増えてい

るし、その延長線上にある携帯電話などへの転用も期待される。５章にも紹介したソニー

と松下の提携なども発表され、今後この分野でのオープンソースへの参加はますます増え

ていくことが予想される。 

 

 

 さて、ここまで、３つの分野に分けてオープンソースの普及を見てきたが、まとめてみ

ると、エンドユーザーから意識できない部分へのオープンソースの普及は、かなり期待で

きるようである。 

 元々、ソフトウェアを様々な人たちの知識を共有させて作り出すということが基礎にあ

るオープンソースの世界では、ソフトウェアを容易に改変し、自分たちの使いたいように

利用できることが大きな利点として存在しているので、そういった分野には強いのであろ

う。 

 今後、コンピュータープログラムなど何も知らないエンドユーザーの人々が、利用した

いと思うようなソフトウェアが開発されていけば、コピー・再配布自由という特性や、利

用者の声をフィードバックしやすい環境などの特性も生かされ、オープンソースの世界も

さらに広がっていくことが期待できる。 

 

 

 

 

【＊１】 Netcraft社 インターネット利用調査「Netcraft Web Server Survey」参照 

     http://www.netcraft.com/survey/ 

【＊２】 atmarkit 「NewsInsight」より 

     http://www.atmarkit.co.jp/news/200010/27/idc.html 
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【＊３】 青木大我 「Linux のセキュリティーは商用 OSよりも強固」 『インターネッ

トウォッチ』 2002 年 8 月 23 日 

     http://www.watch.impress.co.jp/internet/www/article/2002/0823/linu.htm 

     （原文）Evans Data, “Linux Continues to be Extremely Secure According to 

Latest Evans Data Survey”, 2002 

     http://www.evansdata.com/pr8212002.html 

【＊４】 朝日新聞 2002年 11月 16 日朝刊 一面記事 「電子政府、脱ウィンドウズへ」

より 

【＊５】 atmarkit 「NewsInsight」より 

     http://www.atmarkit.co.jp/news/200008/18/linux.html 

【＊６】 Sun Microsystems  「StarSuite6.0日本語版」 

     http://jp.sun.com/software/starsuite/ 

【＊７】 Sharp 「SL Zaurus」 

          http://sl.ezaurus.com/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 31 - 

第七章 ソフトウェア以外でのオープンソース 

 

 今までは、主にオープンソースソフトウェアとはどういうものかを見てきたが、この章

では、ソフトウェア以外に適用されている、オープンソースとはどういったものがあるの

かを調べていきたいと思う。 

 

１，オープンコンテンツ 
 オープンソースの持つ、コピー・改変・再配布自由という特徴を使って、ソフトウェア

以外の著作物を作成し、共有していく環境を作ろうという試みは、既に存在する。 

 Webサイトを中心に活動している、Open Content＊1というプロジェクトである。このプ

ロジェクトは、主に論文やマニュアルなどの文章を中心に適用することを想定して考えら

れたもので、Open Content Licenseと Open Publication Licenseという二つのライセンス

が公開されている。 

 Open Content Licenseは、種類を問わず色々な著作物に応用することの出来るライセン

スで、コピー・改変の自由を保障する内容になっている。このライセンスで特徴的なのは、

改変した場合、その事実や改変した内容、改変した日付を明記することを義務づけている

ということである。また、このライセンスで配布された著作物を元に派生したものに対し

ても、同じライセンスを適用することを義務づけている。この継承義務を持っているとこ

ろは、オープンソースの世界で標準的なライセンスである GPLと同じタイプのライセンス

だと言える。 

 一方の Open Publication Licenseは、特に本に出来るような著作物に適用することを目

的としており、改変することと、本としての販売について細かい規定が置かれている。Open 

Content Licenseで義務づけられていることの他に、元にした版の所在をしっかりと明記す

ることや、オプション条項によって、改変版の配布禁止などが含まれている。 

 また、原則的に誰でも本として出版することを許可しているが、その本の外側の全ての

面（表紙、裏表紙、背表紙）に、元の著者と発行者の名前を本のタイトルと同じくらい大

きく入れなければならない。さらに、オプション条項によって第三者が商用目的に本とし

て出版することを禁じることが出来るようになっている。このことによって、出版する側

のリスクを軽減することが出来る仕様となっているのである。 

 このオープンコンテンツの考え方は、それまでオープンソースの世界において、各ソフ

トウェアのコミュニティがマニュアル文章を作成する場面で、利用者からの加筆・修正を

広く受け付けて、コピー自由で配布してきたというような手法の延長線上にあるものだと

考えられる。その考え方に、明確なガイドラインを示したのがこのライセンスと言うこと

になるだろう。 

 しかし、このライセンスの一般的認知度はあまり高くないようで、ネット上で検索した
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限りではこのライセンスに準拠した文書などの著作物を見つけることが出来なかった。ま

た、この論文を書くに当たって、参考とした書籍の一つである、川崎和哉氏の『オープン

ソースワールド』も準拠して作られてはいるが、デジタル版の本書を見つけることは出来

ず、その効果が半減していることは大いに残念である。 

このような、一般認知度の低さには、未だにオープンコンテンツプロジェクト自体が、

オープンソースの世界から発展した、草の根的な活動で、コンテンツの内容やWebサイト

の内容も余り更新されておらず、英語のサイトしか存在せず、まだ適用の方法についても

分かりづらいなどの問題が見受けられる。しっかりとした団体を立ち上げ、積極的にオー

プンコンテンツをサポートしていくような体制作りが必要なのではないだろうか。 

オープンソース関連の著作物では、適用されている例も存在するようなので、今後はそ

れ以外の論文や出版物にも大いに適用されることが望まれる。 

 

 

２，インターネット上のオープンソース的共有 

 これまでは、オープンソースなライセンスに基づいて、配布されていたソフトウェアや

出版物という、オープンソース的に共有しやすいコンテンツについて見てきたが、ここで

は、それ以外のコンテンツをインターネット上で知識を共有していこうとしているプロジ

ェクトを幾つか見ていこう。 

  

 ５章で紹介した、Mozilla プロジェクトと姉妹関係にあるプロジェクトで、Open 

Directory＊2がある。これは、Yahooのような検索用ディレクトリサイトを世界中のネット

ワークユーザー達の力で作り上げていこうというものだ。 

 Yahoo のように、人の手によってサイトを登録していく方式だが、その編集をする編集

者をインターネットを介した協力者の人々に頼るという方式だ。協力者は自分の最も得意

とする分野の編集作業を多くの人達と共に、分担して行うようになっている。 

 このOpen Directoryの内容はOpen Directory Licenseによって自由な利用が認められて

おり、自分のウェブサイトのコンテンツとして利用したり、CD-ROM等に入れて販売して

も構わない。実際に、Netscape Search、AOL Search、Google、Lycos、 HotBot、 DirectHit

をはじめとする数百にわたる大規模ディレクトリやポータルといったサービスの供給元と

なっている。 

 

 著作物を一般に公開し、共有していこうという動きは、インターネット上では以前から

行われている。例えば、ホームページ用の画像素材を一般に公開しているサイトや、効果

音を公開しているもの、CGIプログラムを公開しているものなどがそれに当たる。 

 そういったサイトの一つとして、「みてみ亭」＊3という Web サイトを紹介する。このサ

イトは、Web ページの素材や年賀状用のイラスト、印刷物に使う挿絵などを公開している
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サイトだが、面白いのは、作者からのイラスト投稿によって支えられている、参加型のサ

イトであると言うことだろう。自分のイラスト作品を公開してみたいと考えている人の作

品発表の場として。また、それを閲覧したり利用した人からのフィードバックを返す仲介

の役割を担い、その作家との橋渡しを行っている。 

 これは、世界中が結ばれたネットワークを介して、公開し、利用され、フィードバック

を受けるという流れは、オープンソースの開発と似ているところがあるのではないだろう

か。 

 投稿されたイラストは作者別や、用途別に分類されサイトに掲載されている。作品の著

作権は、作品それぞれの「作者」、ならびに「みてみ亭」に帰属するとなっており、作品の

使用は、個人でのご使用のみ許可されている。また、転載、商用利用、販売行為は禁止と

なっている。 

 これらの、イラストを始めとする音楽などの著作物は、作品であるという性格上、改変

するとい行為については、方法的にも、作者の心理的にも難しい部分もあるだろうが、オ

ープンコンテンツのようなプロジェクトがサポートを行っていくことによって、共同製作

を行いやすい環境や作品を公開しやすい環境が整っていけば、大きな広がりを見せる可能

性があるのではないだろうか。 

 

 

 

 

【＊１】 http://www.opencontent.org/ 

     川崎和哉編著 『オープンソースワールド』 翔泳社 1999 年 318 頁参照 

【＊２】 http://dmoz.org/World/Japanese/ 

     「Open Directory License」 http://dmoz.org/license.html 

【＊３】 http://home.intercity.or.jp/users/s/mite/ 
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第八章 まとめ 

 

１，オープンソースとは… 
 ソフトウェアの設計図とも言えるソースファイルを公開して、その改変やコピー・再配

布を繰り返しながら、共有していくというオープンソースの考え方。 

共有することによって広く公開されたソフトウェアは、ユーザーの要求に沿った形で、

不具合の修正や、改良、新たな機能の取り込みが自由に進められていく。そこに、ユーザ

ーと開発者の区別は存在しない。 

もし、そのソフトウェアを必要としているユーザーの数が多ければ、その数に比例して

改良・修正・配布のスピードや規模が大きくなっていき、より良いソフトウェアが作られ

ていく。 

一つのソフトウェアから、有用なアイデアが生まれれば、それは他のソフトウェアも自

由に共有し、利用することが出来る。ユーザー数が少なくて、取り残されてしまったソフ

トウェアであっても、その中のアイデアが他のソフトウェアに流用される可能性も、公開

されているからこそ生まれてくる。 

ソースファイルの自由な利用を許可することによって、ユーザーや開発者の意志をソフ

トウェアの開発に反映させ、自然な進化ともいえるような開発形態を作り出せるというこ

とが、オープンソースの特徴であると言えるのではないだろうか。 

そして、そのソースの自由を守るために、重要なものはライセンスである。ソースファ

イルが公開されていても、オープンソースのライセンスを採用していなければ、有効にこ

の開発プロセスを活用することは不可能である。ライセンスはオープンソースの核と言え

よう。 

 

オープンソースの持つ、自由な共有という考え方にとって、小さなネットワーク同士が

結びついて、個人レベルで自由に情報の発信を行い、今日まで発展し続けてきたインター

ネットは大きな関係があるだろう。 

インターネットは、学術機関が、お互いの持つ研究の成果や情報を、公開し結びつけて

利用していきたいと言うところから、一般の利用者や企業までもを巻き込んで大きな発展

を遂げている。オープンソースもまた、学術利用や研究者達の知識を公開してきたところ

から、大きな発展を遂げてきた。 

今や、オープンソースにとって、インターネットというインフラは、無くてはならない

ものになっている。 

 

インターネット上で、最初はその利用を助けるというプロバイダのようなビジネスが生

まれ、そして、自社製品を販売したりするようなインターネットを利用したビジネスが生
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まれたように、オープンソースの世界でも、ビジネスが生まれた。 

始めは、オープンソースのソフトウェア利用する手助けや、開発の補助を行うビジネス

が生まれ、そのうちに、大手企業も積極的にオープンソースに参加し、新たなビジネス展

開をはじめるようになった。 

現在では、コンピューター関係企業のみならず、家電などの分野までその動きは広まり、

オープンソースはソフトウェア開発手法の一つのあり方として、認められるようになった

のである。 

 

 

２，オープンソースの今後の可能性 

  

ソフトウェア開発の手法として、コンピューター業界では有る程度の認知度を得て、活

用されているオープンソースではあるが、一般の人々が参加し活用するまでにはまだ至っ

ていない。 

確かに、Linuxを搭載した PDAや携帯電話。デジタル TVや様々な家電にオープンソー

スのソフトウェアは組み込まれ、知らず知らずのうちに一般消費者もオープンソースに触

れる機会は、今後益々増えていくことだろう。 

しかし、それでは消費者にとっては今までの製品を購入するという行為と何ら変わらず、

ユーザーと開発者という垣根を取り払い、知的情報を共有して活用していこうという考え

方とは違っている。オープンソースを活用すると言うことは、ユーザーは同時に作り手で

もあるという立場で参加する必要があるのだ。 

しかし、コンピューター業界に関わっている者以外は、そうした関係を築くのは難しい

だろう。 

そこで、今までのソフトウェアを開発する所から、一歩進んだプロジェクトが幾つか始

まっている。 

 論文や、出版物に焦点を当てた、オープンソース的なライセンスである「オープンコン

テンツ」。インターネット上の検索システムを共同で作り上げていこうという「オープンデ

ィレクトリ」。そして、「みてみ亭」のような絵や音楽といった著作物に対するインターネ

ット上の共有サイト。 

これらはみな、オープンソースのソースファイルに当たる知的情報を公開して、共有し

て、活用していこうという考え方のプロジェクトである。特に、「オープンコンテンツ」と

「オープンディレクトリ」はしっかりとしたライセンスを作っている。 

今後、こうした様々な分野においてオープンソース的な考えが広まっていくことが、す

なわちオープンソースの拡大なのではないだろうか。インターネットが爆発的な拡大をし

て、色々な人々が様々な使い方をしている中で、その上でやりとりされている著作物なり

知的情報なりを、ライセンスによって守りながら、共有していくという考え方は、広まっ
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ていくのではないかと考える。 

 

そのためには、今以上にこの考え方をわかりやすく広めると共に、様々な場合に対応で

きるように、使いやすいライセンスを管理し、ライセンスにまつわる問題を解決する、も

しくはそう言った情報を提供する団体が増える必要があるだろう。 

現在でも OpenSource.org であるとか、OSDN（Open Source Development Network）

といった団体が存在するが、Web サイトを閲覧する限りでは、コンピューター業界独特の

分かり難さや、言語の問題は、存在するし、ソフトウェア以外における利用に対して、積

極的ではないという問題も見受けられる。 

OpenContent.org ですら、コンピューター関係の書籍であるとか文献に対して対応して

いるのみという感覚は拭えない。 

 

今後は、一般の小説だとか、イラストであるとか音楽であるとか、そうしたデジタルで

も簡単に配布できるようなデータに対して、オープンソース的なアプローチを提供できる

ように、ライセンスや団体の整備を進め、この考え方をインターネットというインフラの

上で、大きく発展させていって欲しい。そうすれば、新たな著作物、知的情報のあり方が、

今以上に広がっていくと思う。 

 

 

 

〔2003/01/24〕 
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